
オンラインプログラムを始めました！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私たち、自立生活センター 自立の魂 ～略して じりたま！～は、「障害者エンパワメント

プロジェクト 2020」を発足しました。2020 年 3 月 8 日～11 日の期間、福島県の自立生活セン

ターの仲間を、神奈川県横浜市に招き「学ぶ・楽しむ・リフレッシュ」をテーマに、宿泊プロ

グラムを予定していました。 

しかし、新型コロナウイルスによるパンデミックにより、プログラムを延期するという苦渋

の決断をしました。ワクチンや治療薬が開発され収束のめどが立たない限り、開催は出来ない

と考えています。しかし、コロナウイルスが収束するまでの間、私達には何もできることがな

いのでしょうか。じりたまのメンバーで考えてきました。そこで、2020 年度は、福島県の方々

との関係性づくりもかねてオンラインによる活動を計画し、実施していきます。      

2020 年 6 月 29 日（月）に、第 1 回目のオンラインプログラムを開催しました。これまでチャ

リ T をご購入いただいた方、寄付金をお寄せくださった方、今後、本プロジェクトにご協力を

していただく方に、私達の「今できること」をご報告していきます。 

 



参加者紹介 

 

 

 

 

磯部
い そ べ

 浩司
こ う じ

  

自立生活センター 自立の魂 ～略して じりたま！～ 代表 

 

趣味：        音楽 ロックが好き。洋楽のライブに行くこと。 

昔のアニメが好き。 

ふるさと自慢：観光地だけではなく、ディープな街並みも横浜の魅力。 

              横浜といえば、崎陽軒の弁当もお勧め。 

 

小野
おの

 和佳
かずよし

 

自立生活センター 自立の魂 ～略して じりたま！～ 

 

趣味：    家でゴロゴロして、1日中テレビを見ること。 

ふるさと自慢：福島県いわき市の「小玉ダム」がお勧め。 

 

岩切
いわきり

 玄
げん

太
た

 （げんぼう） 

自立生活センター 自立の魂 ～略して じりたま！～ 

 

趣味：    新日本プロレス みなさんにプロレスを好きになってほしくて参加し

ました！ 

ふるさと自慢：横浜は少し歩けばいろんな国の料理が食べられるので、楽しいで

す。 

 

鶴田
つるた

 愼之介
しんのすけ

 

自立生活センター 自立の魂 ～略して じりたま！～ 

 

趣味：       野球観戦 ジャイアンツファンです。 

ふるさと自慢： 二人組の歌手ゆずが、路上ライブをしていた頃、じりたまの近

くにある伊勢佐木モールで歌っていたこと。ゆずファンとして

は自慢です！ 

 



参加者紹介 

 

 

 

 

 

 

長澤
ながさわ

 真治
し ん じ

さん  

IL センター 福島 

 

趣味：        音楽を聴くこと。最近は 80 年代の楽曲が好き。安全地帯をよく

聴く。「ワインレッドの心」が好き。 

ふるさと自慢：8月に福島県福島市で開催されている「福島わらじまつり」 

 

白石
しらいし

 清
きよ

春
はる

さん  

あいえるの会 理事長   

 

趣味：        40歳半ばから絵を描いています。 

ふるさと自慢：お酒が美味しい。どぶろく（にごり酒）がお気に入り。 

 

秋元
あきもと

 恵子
けいこ

 さん   

あいえるの会 

 

趣味：カラオケ 自宅で音楽を聴きながら歌うことも好き。 

ふるさと自慢：福島県は女性がつよい！障害を持っているお母さんも多い。 

 

三宅
みやけ

 貴大
たかひろ

 さん  

あいえるの会 

 

趣味：テレビを観ること、映画鑑賞 

ふるさと自慢：福島県会津若松市の人気観光スポット「大内宿」 

 

 

 

 



プロジェクト発足の経緯・目的 

宿泊プログラムの紹介をしました 

 

 

 

東日本大震災を風化させない 楽しい時間を過ごしながらエンパワメントを 

 

自立生活センター 自立の魂 ～略して じりたま！～ 代表 磯部 浩司 

 

 

東日本大震災発災後、福島県の人達が東

京都新宿区の戸山サンライズに避難してい

るのを、JIL(全国自立生活センター協議会)

からの情報や、報道などで知って、横浜でも

同じような支援ができればいいなと考えま

した。横浜には、あゆみ荘（障害者研修保養

センター横浜あゆみ荘 横浜市社会福祉協

議会運営）という戸山サンライズと同じよ

うな機能をもっている施設があるので、あ

ゆみ荘が利用できればもっと多くの人達が

避難できるのではと思い、すぐに横浜市に

電話をして提案をしましたが、あゆみ荘は、

横浜市民が利用することを前提としている

ため、県外からの避難という利用方法につ

いては受け入れてもらえませんでした。引

き続き検討をお願いしましたが、話し合い

が進められないまま実現ができませんでし

た。 

 

 

東日本大震災後、被災者

支援として子供たちの

保養プロジェクトが数

多く実施されています。

継続的な被災者支援と

して、1 番僕が実現した

かったことは、障害者も

保養できるプログラムでした。 

ここ最近、じりたまの体制が整ってきたので、このプロ

ジェクトを発足しました。被災地の障害者の保養の他に、

このプロジェクトでは、 

・楽しめるプロジェクト 

・東日本大震災を風化させない 

・障害者のエンパワメント 

このことを目的としています。具体的には、

障害者の防災意識を相互に高めることや、

2020年3月に判決があった植松死刑囚が起

こした相模原障害者殺傷事件（津久井やま

ゆり園事件）のこともみんなで考えていけ

たらなと思っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 



2 日目のテーマは「発災後」・「日頃からのつながり」 

 

当初、開催予定だった宿泊プログラムの紹

介をしました。（3 泊 4 日） 

2 日目のテーマは「発災後」・「日頃からのつ

ながり」です。第 1 部は、「発災後」がテー

マです。災害への備えに上限はありません。

そこで、私達は「発災後」に注目をしました。

私達は何度も自然災害を経験しています。

東京都の自立生活センターからもご参加い

ただき、東京・福島・神奈川の参加者それぞ

れに、東日本大震災や 2019 年の台風１５

号、１９号で起きた困難事例をお話いただ

きます。そして、それをどう乗り越えてきた

かを、ディスカッションで共有します。ま

た、障害者と災害について長年研究をされ

ている 

国立リハビリテーションセンターの北村先

生にもご登壇いただき、広域避難や災害対

策についてアドバイスをいただく予定です。 

第 2 部のテーマは、「日頃からのつながり」

です。個人・団体間の日頃からのつながりが

発災後の行動に大きく左右することを実体

験から痛感しています。この時間では障害

当事者団体だけではなく、神奈川県内で活

動されている色々な分野の皆さんに参加し

ていただく予定です。つながりをつくる方

法はたくさんあること。そんなことも参加

される皆さんと考えていけたらと思います。 

この時間では「原発事故」、「津久井やまゆり

園事件」について参加者でディスカッショ

ンをします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

トーク・グラフィッカー 

皆さんはトーク・グラフィッカーをご存じ

ですか？宿泊プログラム 2 日目ではトー

ク・グラフィッカーにディスカッションの

様子を「見える化」していただく予定です。

「ディスカッションをして気持ちがすっき

りしたけれど、明日から活かせるものはな

んだっけ？」とか、ディスカッションを振 

り返ると、自分の印象に残った言葉だけが、

記憶、記録に残っている。大量の音声情報を

整理することが難しい。そんな経験はあり

ませんか？ 

トーク・グラフィッカーはディスカッショ

ンの様子をその場でグラフィック化するこ

とで、個人が得た答えだけではなく、みんな

の答えを見つけるお手伝いをしてくれます。 

 

 



3 日目 楽しめるバリアフリーチェック 

 

３日目は観光をしながら、バリアフリーチェックをします。題して横浜じり散歩！！ 

まずは、横浜市観光ガイドボランティアの方々に横浜市関内・伊勢佐木長者町の歴史をガイ

ドしていただきます。その後、3 グループに分かれます。グループでの過ごし方は以下の通

りです。 

①指定された施設を楽しみます。 

おもしろ水族館・オービィ・カップヌードルミュージアム 

②各グループに 1 枚の写真を渡します。ヒントを頼りに同じ場所を探し、記念撮影！！ 

③このプログラムでは・・ 

 ・バリアとなるもの（ソフト・ハード）を撮影してください。 

 ・障害があっても楽しめたことを撮影してください。 

 ・可能な限り公共交通機関を利用してみてください。 

 

もちろん、寄り道観光 OK です。 

④最後にコスモワールドに集合し、コスモクロック 21（観覧車）に乗って終了です。 

 

バリアを探したり、指摘したりすることに力を注ぐのではなく、観光地で楽しむ目的が前

提にあるからこそ、バリアを解消するための良いアイデアが生まれることを期待してい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ディスカッション 

宿泊プログラム実施に向けて 

介助スケジュールの情報交換 

・介助ボランティアは必要か 

・ボランティアに依頼ができる介助とは（※本人の基準で） 

・サービスの充実を市区町村に求めるか 

・介助者確保の為にじりたまと参加者で共通認識を持つ 

ボランティアによる協力をお願いする活動 

・記録係・事務局・介助 等 

 

 

 

ディスカッションの時間で多く話題にあがっ

たのは、介助者確保の問題でした。法律に基づ

く介助サービスはありますが、実施主体は市

区町村になる為、財源などの事情から利用で

きるサービス量の地域格差が解消されていま

せん。それに加え、ヘルパーの不足、就職をし

ても長期定着をしてもらうことが難しい現状

にあります。福島県から横浜市へ宿泊にくる

ということは、当然ですが 4 日間福島県の介

助者が不足するということです。重度障害者

にとって介助者を確保することはとても大切

なことであり、時には一番のハードルにもな

ります。 

参加者からは「是非、宿泊プログラムに参加し

たいので介助者確保にむけて頑張りたい！」、

「プロジェクトでは、自然災害など緊急事態

を乗り越えることについて考えるプログラム

も多いので、平常時当たり前になっていた自

分たちの生活スタイルを振り返りながら、緊

急事態に備えて新たな方法にチャレンジする

ことも大切だと感じました。」という声も聞け

ました。主催者としては、このプロジェクトが

皆さんの負担にはならないでほしいですが、

これを機に、プロジェクトに参加してくださ

った皆さんの生活が豊かになることはとても

嬉しいことです。 

 

 

ディスカッションを整理して、今後じりたまと福島から参加される皆さんとで、介助 

スケジュールの情報交換、ボランティア募集活動をすることになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



参加者の声（振り返りシートから参加者の声をいくつかご紹介します） 
 

 

【オンラインによる開催方法について感想】 

□良かった点 

 ・みなさんと顔合わせがしっかり出来たところです。 

 ・落ち着いて考える事が出来た。 

 ・今年のプログラムが、コロナ禍により、宿泊プログラムが延期となったため、オンライン

で、交流が出来て、良かった。 

 ・オンラインなので家でリラックスしてエンパワメントプロジェクトに臨めた。 

□難しかったところ 

・介助者の方をどのようにして確保していくか？についての議論です。 

・音声が途切れたり、電波が悪かったりした事。 

 ・時間が長かった。 

 ・Wi-Fi の電波の都合で、少し、遅れて話し合いが少し、しづらい点はありました。 

 ・複数人が同時に喋ると聞き取りづらかった。 

・ｚｏｏｍをあまり使ったことがないので操作に慣れるのに少し手間取った。 

 

【宿泊プログラム（紹介）の感想をお聴かせ下さい】 

  

□1 番楽しみなプログラム 

・横浜の人たちとの顔を合わせてのお話、食事。 

・横浜市観光 

・３日目のバリアフリーチェックが１番楽しみなプログラムです。横浜のバリアフリーに対

する現状を知ってもらい福島のバリアフリーの状況と比較してもらいたい。 

 

□難しそうなプログラムはなんですか？ 

・2 日目の東日本大震災後をどのように乗り越えたのか？という取り組みの話について。 

・スマホを使ってのプログラム 

理由：個人のスマホの使用は、プライバシー保護の観点とスマホを持っていない人は、ど

うするのか。 

・３日目の最後に観覧車に乗るとあるが車椅子が乗れるゴンドラの台数が少ない為、全員が

時間内に乗れるかどうかが不安。幅が広く大きい車椅子の方もいると思うので観覧車自体

にも乗れるかどうか確かめておく必要があるのではないかと感じた。ちなみに僕の車椅子

は幅が６０センチ以上ある為、乗れない可能性があります。 

 

 



最後に 

【オンラインプログラムで実施したいことがあればお聴かせ下さい】 

 ・介助者を集める方法等もっと具体的に話し合えればと思う。 

 ・合宿プログラム時の介助の問題の議論 

 ・活動資金の確保の仕方 

・東日本大震災後の苦労した経験等を福島の方々に語ってもらいたい。 

福島と横浜の福祉の制度の違い（重度訪問介護の利用状況等）を比較してディスカッショ

ンしたい。 

・独り暮らしに向けた準備の仕方などを福島の方々と話し合いたい。 

 

 

 

新型コロナウイルスによるパンデミックで、プロジェクトの宿泊プログラムは延期となりまし

た。ですが、オンラインプログラムを開催することにより、時間をかけて参加者と一緒にプロ

ジェクトをつくりあげていく大切さにも気づきました。このプロジェクトは保養だけではなく、

エンパワメントも目的です。障害者の困難さを個人の問題にせず、みんなの問題として一緒に

考えていける。そんな時間を過ごしていけたらと思います。 


